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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月19日(2009.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の筐体と、
　第二の筐体と、
　前記第一の筐体と前記第二の筐体を開閉可能に接続する連結部と、
　前記第一の筐体の前記連結部に隣接した端部に配置された導体素子と、
　前記第二の筐体の前記連結部に隣接した端部に配置された給電素子と、を備え、
　前記連結部による開き状態において、前記導体素子及び前記給電素子は、互いに対向し
て配置され、給電時に容量結合可能であり、
　前記連結部による閉じ状態において、前記導体素子及び前記給電素子は、前記連結部を
隔てて配置される、
　折畳式携帯無線機。
【請求項２】
　前記給電素子が、略４分の１波長の電気長を有する、請求項１に記載の折畳式形態無線
機。
【請求項３】
　前記導体素子が、前記第一の筐体に配置された導体板に接続された、請求項１又は請求
項２に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項４】
　前記導体素子が、前記第一の筐体に取り付けられた導体カバーに接続され、前記導体カ
バーは前記第一の筐体に配置された導体板に少なくとも一つの接点を介して接続された、
請求項１又は請求項２に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項５】
　前記導体素子及び前記給電素子各々は平面部を有し、前記連結部による開き状態におい
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て各平面が近接して対向する、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の折畳式携帯
無線機。
【請求項６】
　前記導体素子及び前記給電素子の主要部が、前記連結部の回転軸に略平行である、請求
項１から請求項５のいずれか１項に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項７】
　前記導体素子が、略４分の１波長の電気長を有する、請求項１から請求項６のいずれか
１項に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項８】
　前記導体素子の一端が前記第一の筐体に配置された前記導体板または前記第一の筐体に
取り付けられた前記導体カバーに接続され、他端が開放端である、請求項１から請求項７
のいずれか１項に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項９】
　前記導体素子の一端と、前記第一の筐体に配置された前記導体板または前記第一の筐体
に取り付けられた前記導体カバーとの接続位置が、前記給電素子の給電部近傍である、請
求項８に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項１０】
　前記導体素子または前記給電素子の少なくとも一方が、電気長の異なる複数の素子で構
成される、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の折畳式携帯無線機。
【請求項１１】
　前記導体素子の一端を、前記第一の筐体に配置された前記導体板または前記第一の筐体
に取り付けられた前記導体カバーに接続するか開放とするかを切り換える第一切換部と、
前記導体素子の他端を、前記第一の筐体に配置された前記導体板または前記第一の筐体に
取り付けられた前記導体カバーに接続するか開放とするかを切り換える第二切換部とを更
に備える、請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の折畳式携帯無線機。
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